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中央スリット材の切り欠き強度を Finite Fracture 
Mechanics モデルを用いて予測した。その結果を























（2）  0 °材は切り欠きに対して僅かに感度を示すが、
45°材と90°材は切り欠きに対して不敏感となる。
（3）  Average Stress モ デ ル、Point Stress モ デ ル、










して評価した破壊靭性値を Finite Fracture Me-
chanics モデルに代入して予測した切り欠き強
度は、実験値とほぼ等しい、あるいは僅かに小
さくなり、安全側の予測となることが分かった。
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CFRP に対してスリットの周囲に傷をつけないよう
に機械加工（Fig.13）することは簡単ではない。こ
のため外部に発注すれば時間と費用を多く要する加
工となる。工作部門の皆様にこの難しい加工を迅速
かつ安価に仕上げていただいたことで、研究を円滑
に進めることができました。技術支援に深く御礼を
申し上げます。
Fig.11　45°材の強度の実験値と予測値
Fig.12　90°材の強度の実験値と予測値 Fig.13　スリット加工の例（幅0.3mm）
Fig.10　 0 °材の強度の実験値と予測値
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